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大
方
改
良
道
路
に
つ
い

て
は
、
供
用
開
始
直
後
か
ら

危
険
性
を
訴
え
、
信
号
機
の

設
置
を
早
期
に
実
現
す
る
よ

う
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
未
だ
に
そ
の
要
望
は

叶
っ
て
な
い
。
こ
の
件
の
進

ち
ょ
く
は
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事

故
、
横
断
歩
道
を
歩
行
中
に
、

殆
ど
ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
状
態
で

衝
突
さ
れ
、
地
元
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
事

故
現
場
の
横
断
歩
道
を
、
お

祝
い
事
に
使
用
す
る
紅
白
の

横
断
幕
の
よ
う
に
塗
り
替
え

て
い
る
。

　
地
元
の
方
々
か
ら
は
、「
余

り
に
も
非
常
識
だ
。
安
全
な

道
路
に
な
る
よ
う
な
お
金
の

使
い
方
を
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
厳
し
い
意
見
が
多

い
が
、
ど
う
か
。

　
来
年
度
に
大
方
郵
便
局
か

ら
浜
の
宮
地
区
へ
の
交
差
点

の
１
カ
所
で
信
号
機
設
置
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

２
基
以
上
の
設
置
は
難
し
い
。

事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
信
号
機
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
元
か
ら
も
強
く
要

望
が
出
て
い
る
の
で
、
設
置

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

　
　
入
野
松
原
植
栽
美
化
実

施
要
綱
が
制
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
意

識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
近

年
の
松
枯
れ
被
害
が
本
当
に

す
さ
ま
じ
く
、
ひ
ど
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
予
防
策
を
し
て
き
た
か
。

　
ま
た
樹
幹
注
入
、
薬
剤
散

布
、
討
伐
し
た
材
木
の
処
分

の
仕
方
や
作
業
の
時
期
な
ど
、

最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
再

生
に
向
け
一
生
懸
命
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
要
綱
は
、
本
町
の
生

活
、
文
化
、
観
光
の
根
幹
を

な
す
。
町
民
に
と
っ
て
は
心

の
故
郷
で
あ
り
、
か
つ
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
入
野
松
原

を
、
先
人
の
偉
業
を
讃
え
て
、

こ
れ
を
守
り
育
て
、
後
世
へ

伝
え
残
す
こ
と
の
責
務
を
目

的
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
入
野
松
原
は
、
幾
多
の
地

震
や
大
津
波
、
台
風
等
、
戦

争
下
で
も
、
先
人
の
努
力
と

尽
力
に
よ
り
守
り
育
て
ら
れ

た
歴
史
が
あ
る
。
近
年
の
町

有
林
の
被
害
は
、
平
成
29
年

度
は
１
２
５
６
本
、
平
成
30

年
度
は
２
１
７
０
本
、
令
和

元
年
度
は
２
月
末
で
１
５
７

６
本
の
被
害
が
出
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、

①
被
害
の
早
期
発
見
、
枯
れ

松
は
全
部
場
外
搬
出
焼
却
を

行
う
。

②
薬
剤
散
布
時
期
の
見
直
し
。

③
樹
幹
注
入
の
期
間
を
３
年

間
短
縮
。

　
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

伐採され、切り株の目立つ入野松原（大方球場東側）

松
枯
被
害
が
酷

す
ぎ
、
対
応
は

町
の
シ
ン
ボ
ル

　
で
守
る
責
務
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